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一

言

認

め

ら

れ

、

植

松

区

、

公

民

館

卜

1

一
一
私
の
職
業
は
百
姓
で

…

一

第

一

分

館

が

新

築

決

定

芳

更

に

木

村

に

図

書

寄

贈

の

お

礼

ゐ

一

レ

一

す

。

農

業

と

は

い

え

な

い

山

富

開

発

事

業

で

集

会

所

の

認

可

も

有

、

七

日

一

の

で

す

。

平

地

な

ら

い

ざ

一

?

こ

の

た

び

、

次

の

方

か

ら

図

書

を

寄

贈

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

訂

川

一

一

一

る

も

の

と

思

い

ま

す

一

平

4

士
一
し
ら
ず
、
朝
は
十
時
過
ぎ

一

紙

上

よ

り

謹

ん

で

お

礼

申

し

あ

げ

ま

す

。

一

州

同

ー

一

一

一

そ

の

他

と

し

て

、

去

る

九

月

定

例

議

ゐ

今

一

で

『

t
一
ま
で
日
の
当
ら
な
い
、
じ

一

O
藤

中

盤

殿

町

一

!
l
l一一

一

合

於

て

議

員

一

同

よ

り

強

く

要

請

の

文

学

(

一

一

冊

)

事

典

(

二

冊

)

一

岡

一

か

も

町

入

り

の

早

い

耕

地

…
一
あ
り
ま
し
た
、
村
営
パ
ス
と
プ
ル
ト
l

O

亀

岡

モ

ー

タ

ト

ス

殿

十

川

川

一

言

語

の

種

類

も

限

定

…
一
ず
|
購
入
に
つ
き
ま
し
で
も
県
の
認
可
二
万
円
(
近
日
中
に
図
書
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)
一

P
一
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

…

一

を

受

け

る

こ

と

が

出

来

、

村

民

の

福

祉

※

暮

ら

し

の

な

か

の

読

書

一

川

口

山

が

接

近

し

て

い

ま

す

の

…
一
行
政
の
一
環
と
し
て
差
益
つ
ζ

あ
な
た
が
ふ
と
、
調
べ
も
の
を
し
た
い
時
、
あ
な
た
が
も
し
寸
』
一
で
、
回
は
山
国
と
な
り
、

-

J

z

i

、
一
と
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
何
か
を
求
め
た
い
時
、
わ
た
し
を
思
い
出
し
て
下
さ
い
。
，
た
Z
閏
が
多
い
の
で
す
。
畑
も
同
様
段

ま
す
。
電
話
に
つ
い
て
は
二
百
十
八
戸
一
一
線
F
可

菱

Y色
豊
の
呈
以
上
簡
単
に
四
十
五
年
度
九
月
補
正
わ
た
し
?
公
民
館
図
書
部
と
い
い
ま
す
。
々
断
で
す
。
普
か
ら
こ
う
し
た
環
境
に

の
新
設
者
を
含
め
新
に
集
団
地
域
自
動
一
合
い
が
つ
か
ず
、
国
へ
返
納
し
な
け
れ
一
・

一

、

一

予

算

の

あ

ら

か

じ

め

を

申

し

の

べ

ま

し

一

k
i
l
l
-
t
r
i
l
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
I
l
l
対
し
て
い
ろ
い
ろ
の
恕
取
も
講
じ
ら
れ

電
話
四
百
三
十
戸
を
対
象
に
、
最
早
工
古
な
ら
な
く
な
る
と
b
う
事
態
も
き
一
張
、
今
後
本
村
の
開
発
振
興
に
は
村
一
を
信
じ
を
会
力
で
取
組
む
覚
悟
で
お
一
ぃ
。
一
連
の
輸
を
つ
く
っ
て
生
活
し
て
古
よ
う
て
目
標
語
芝
け
の
生

事
に
着
手
し
て
お
り
既
設
者
百
五
十
七
百
と
し
ま
し
て
大
変
恥
か
し
い
結
果
と
民
一
皆
様
の
協
力
無
く
て
は
何
一
勺
出
来
一
り
ま
す
。
一
い
る
が
、
乙
の
輸
が
美
し
い
か
、
い
な

T
ぐ
あ
い
等
か
ら
も
彼
ら
の
苦
労
が
察

戸
を
加
え
五
百
八
十
戸
と
な
り
、
県
下
一
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
様
な
事
の
一
得
ま
せ
ん
。
各
位
の
御
理
解
と
御
助
力
一
一
か
は
人
々
の
考
-
え
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
「
ら
れ
ま
す
。
そ
皇
天
候
の
語
、

会
計
年
度
で
申
し
ま
高
和
四
十
五
一
年
間
山
村
振
興
の
指
定
委
員
の
一
つ
い
て
は
本
村
の
幹
線
量
の
華
大
一
で
そ
の
普
及
率
は
最
高
と
な
り
ま
す
。
一
な
い
よ
う
お
互
い
協
力
理
解
願
い
た
い
一
言
=
=
=
=
=
=
=
=
=
言
=
Z
E
E
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言
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E
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-
E
E
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E
=
=
-
一
る
。
知
能
犯
も
最
近
凶
悪
化
し
て
き
吾
、
千
畳
一
一
尋
の
悪
条
件
の
申
で
の
農

年
度
も
残
す
と
乙
ろ
半
分
と
な
り
、
さ
一
辺
地
僚
、
震
債
の
助
け
で
こ
れ
ら
の
一
洲
線
が
肱
川
町
と
史
義
も
要
し
ま
す
一
生
活
環
境
福
祉
施
策
で
、
家
庭
電
気
一
と
存
じ
ま
す
。
他
に
県
議
道
と
ぞ
一
「

U
E
m
u

一
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
た
。
心
の
片
撃
が
多
く
な
っ
た
し
る
一
警
護
歩
室
長
せ
ん
。
私
の
材

る
九
月
の
湯
村
議
会
長
て
の
補
正
一
事
業
震
は
い
や
が
よ
に
も
増
大
レ
て
ま
一
が
、
共
に
量
陳
情
を
行
な
い
今
後
五
一
導
入
を
行
な
い
こ
れ
で
を
全
戸
に
一
三
久
保
、
ゲ
ジ
ノ
線
を
開
設
で
て
お
一
…
面
開
岡
山
一
一
一
こ
れ
を
し
な
い
と
、
と
ん
で
も
な
い

τで
あ

ろ

う

。

寄

農

村

と

い

う

道

に

去

に

行

事

予
算
も
予
定
致
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
一
い
り
ま
じ
た
o

Y

M

一
ヶ
年
内
完
成
目
標
に
努
力
致
し
た
く
恩
一
電
燈
が
点
る
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
り
ま
す
。
来
年
よ
り
本
村
は
、
林
業
構
一
戸
川
団
川
山
山
山
一
人
に
迷
惑
を
か
け
、
飛
議
実
勢
一
大
自
然
は
人
聞
に
智
恵
を
授
け
、
そ
一
ま
っ
て
い
ま
す
。
村
の
篤
農
家
と
昔
お

そ
の
他
概
ね
の
編
入
も
で
き
、
村
議
会
一
乙
の
機
会
恒
一
致
野
晶
っ
て
住
一
い
ま
す
。
今
年
神
納
と
植
松
地
区
の
一
一
叫
に
吾
の
交
通
安
全
確
保
の
意
も
一
造
改
善
の
指
定
も
受
け
ま
す
の
で
ζ

の
一
心
の
片
輪
者
一
乗
っ
取
り
な
ど
を
考
え
る
よ
う
で
は
困
一
し
て
友
君
、
民
族
人
類
同
胞
(
兄
弟
玄
人
が
、
耕
地
に
植
林
を
始
め
た
の

も
異
議
な
に
承
認
を
得
ま
し
た
の
で
、
一
み
よ
い
郷
土
造
り
に
懸
命
の
努
力
を
主
部
と
村
道
橡
ハ
禽
と
計
画
致
し
ま
し
一
あ
て

j

iび
場
作
り
を
一
一
ヶ
五
合
森
林
組
合
の
強
化
を
願
わ
ね
ば
な
一
一
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
長
)
の
心
蓄
授
け
た
の
だ
。
み
な
す
す
。
耕
地
を
守
ろ
う
と
す
る
人
と
の

別
面
詰

2な
り
ま
す
が
内
容
に
つ
一
詑
お
願
い
し
五
ぎ
た
い
の
で
あ
り
一
た
。
一
所
、
衛
生
近
代
化
の
簡
易
議
室
年
一
手
、
村
と
し
て
も
出
資
金
の
増
加
を
一
考
え
る
動
物
そ
れ
は
人
間
で
あ
る
。
一
最
近
、
知
能
犯
が
多
く
な
っ
た
知
恵
一
生
れ
な
が
ら
に
う
け
て
い
る
。
こ
の
心
曹
、
い
ざ
こ
ざ
が
絶
え
な
い
の
で

い
ち
注
釈
を
加
-
え
更
に
今
後
の
方
針
等
一
ま
す
。
一
連
富
で
は
、
テ
レ
ビ
の
共
同
受
信
一
一
一
ケ
所
そ
れ
ぞ
れ
新
設
、
事
情
に
よ
り
一
計
り
ま
じ
た
の
で
、
組
合
員
各
位
の
協
一
乙
の
考
え
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
な
ら
一
の
乱
用
で
あ
る
。
極
悪
犯
人
と
二
十
代
一
に
お
た
が
い
は
反
し
て
は
い
な
い
か
、
す
。
あ
ま
り
に
も
悲
し
い
、
き
び
し
す

少
し
申
し
延
べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
一
先
ず
、
交
通
過
信
施
策
で
、
新
設
は
一
施
設
に
今
回
は
N
H
K
の
指
定
地
区
を
一
長
ら
主
を
か
け
て
お
り
ま
し
党
主
力
を
併
せ
て
お
願
い
致
ま
す
。
霊
一
ば
人
間
の
人
間

2
5
2一そ
し
て
知
能
犯
、
考
え
喜
の
雪
一
静
か
に
反
省
し
て
み
た
い
。
一
ぎ
る
現
実
で
す
。
激
し
い
若
年
層
の
流

す
。
既
に
度
々
申
し
上
げ
て
お
り
皆
様
車
、
熊
の
坂
の
夏
、
局
部
改
修
で
一
優
先
致
し
ま
し
た
が
、
今
後
愛
護
一
室
下
の
保
裏
新
築
も
本
決
ま
り
と
玉
振
興
対
策
と
し
て
は
新
型
磨
き
選
果
一
る
。
と
こ
ろ
が
、
考
え
る
こ
と
に
も
い

τさ
も
わ
か
る
i
:
。
一
お
た
が
い
、
同
胞
の
た
め
に
今
日
一
一
出
は
五
の
村
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

も
御
承
知
の
通
り
今
年
よ
り
本
村
は
と
は
、
名
章
、
大
成
、
夏
、
舗
装
に
一
対
策
事
業
で
の
方
も
お
し
進
め
て
笠
宮
出
来
れ
ば
本
年
内
議
さ
せ
た
い
一
式
の
襲
警
購
入
致
し
ま
し
た
。
一
ろ
い
ろ
あ
る
。
「
人
間
ら
し
く
考
え
一
考
え
る
乙
と
は
社
会
国
家
、
人
類
の
一
日
ど
れ
ほ
ぎ
く
し
た
か
、
人
の
世
話
す
。
青
年
の
気
持
誌
に
も
痛
い
程
よ
一

i
l
l
i
l
i
-
-

一
と
考
え
て
お
り
事
。
一
教
育
施
設
で
は
北
平
中
学
校
河
辺
一
る
」
の
で
な
げ
れ
ば
考
え
る
ね
う
ち
は
一
幸
福
に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
雪
一
を
ど
れ
陪
ど
し
た
か
。
美
し
い
一
連
の
く
わ
か
る
の
で
す
。
部
会
へ
酪
て
も
た

間
一

1

一
抑
一
純
一
阻
一
切
一
産
業
基
盤
整
備
で
、
霊
面
で
は
こ
小
学
校
に
そ
れ
ぐ
護
法
の
適
用
を
一
な
い
。
お
よ
そ
他
人
と
関
係
の
あ
る
事
一
な
い
。
人
聞
は
広
い
世
界
に
た
だ
一
人
一
票
、
片
す
み
か
ら
ず
れ
は
心
な
い
か
一
や
す
く
出
世
の
で
き
な
い
世
の
専
守
一

三
一
三
一
竺
仇
一
般
林
道
国
木
、
帯
江
両
線
の
他
、
更
に
一
受
け
、
北
平
最
下
教
育
教
員
用
住
一
栴
に
つ
い
て
は
、
他
人
の
利
害
を
ま
ず
一
孤
立
し
て
生
き
て
い
く
乙
と
は
で
き
な
一
を
。
冷
省
名
本
勅
窓
き
)
一
京
が
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
村
に
残
践
一
ぷ
j

一

4
十
同
十

d
十
司
十

d
十

d

，ta

三

一

』

型

二

一

瓦

刈

一

云

必

河

z辺
村
薬
第
七
菌
回
村
翼
民
還
義
動
会
含
は
忠2川ご子一了

Hl]|j圃

)jJ-:一

τつ
ぞ
て
、
栄
萎
養
歪
よ
玄
必
要
慧
な
た
交
ん
白
皐
質
事
や
吉

iビ
是
古

Eわ
程
な
い
の
号
で
す
古

2
町

4現妻
翼
の
詩
村
の
皐
盗
琴
を
を

一

4
t

一
一
叉
d

一
一
。
r

一
口
F

山叫吋一

-
i
E
.
-
.
:嗣.
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P
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目
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一

-

h

圃

一

一

一

一

一

2

十
月
十
日
、
秋
雨
模
様
続
き
で
案
ニ
一
栄
一
養
一
教
一
室
一
一
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
の
歪
つ
め
た
時
、
そ
と
伝
進
み
方
の
な
一

ヰ

司

副

羽

詰

う

じ

て

い

た

中

に

、

こ

の

日

g
t
.
-
-
l一

足
に
よ
り
健
康
障
害
を
ま
ね
一
色
や
す
く
議
待
っ
て
包
の
で
す
よ
か
し
一

8

一

一

一

一

p

a

-

-

-

一
近
年
老
人
医
学
の
分
野
で
老
人
栄
養
一
な
り
ま
す
l

e

一
私
は
そ
の
申
に
立
ち
ど
ま
れ
V
ま
ル
た
唱
μ

一

一

一

一

一

1
一

旬

わ

は

終

日

絶

好

の

運

動

会

日

和

、

ぷ

一

員

す

る

研

究

が

盛

ん

に

お

こ

な

わ

る

一

老

人

に

じ

ば

く

み

ら

れ

る

慢

襲

一

ひ

ね

く

れ

害

警

藷

に

は

、

哲

一

到

到

川

副

ぎ

学

生

の

鼓

笛

隊

を

先

頭

に

選

手

入

門

一

き

に

な

っ

て

き

ま

し

た

。

老

人

栄

養

一

禁

重

量

、

動

脈

硬

化

症

な

吉

一

思

う

気

持

率

室

、

そ

ラ

し

た

胸

躍

一

収

、

口

場

、

村

民

約

八

吉

宗

参

加

し

て

ご

と

は

、

震

を

終

わ

り

成

人

襲

警

一

食

襲

警

起

因

す

る

さ

る

裂

で

丁

対

す

る

反

発

の

気

持

も

今

脇

町

一

汀
体
位
向
よ
と
親
睦
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
川
一
て
老
人
期
に
入
っ
た
人
々
の
生
命
な
い
一
あ
る
た
め
、
老
年
期
に
お
け
る
生
還

F
Eた
い
や
つ
は
出
た
ら
芝
、
一

て

叫

τ生
活
能
力
が
衰
え
ぬ
よ
う
、
そ

i
i
L
能

の

変

化

に

応

じ

て

、

均

衡

の

と

一

-

-

一

U
の
も
と
に
、
意
気
震
と
楽
し
い
竺
れ
そ
維
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
養
一
れ
た
栄
養
を
摂
取
す
る
き
お
一
俺
は
一
人
に
な
っ
て
も
が
ん
雲
官
戸

川
一
日
を
す
ご
し
た
。
ご
て
の
栄
養
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
:
:
一
け
、
売
の
防
止
、
さ
ら
に
ピ
タ
忘
れ
か
ら
五
年
、
村
の
震
に
適
量

O
と
く
に
容
量
後
の
綱
引
き
は
一
一
た
た
、
現
在
の
時
点
で
同
一
老
栄
一
ゴ
ラ
只
の
よ
う
に
葉
集
つ
よ
吾
妻
し
ま
し
た
。
藷

B
R

O
選
手
も
観
客
も
一
心
夏
、
か
け
…

τの
結
果
と
し
て
形
薦
あ
る
い
の
一
う
に
泌
が
け
て
く
だ
さ
い
?
一

1仕
事
、
農
閉
警
は
穣
ぎ
に
皇

8
主
声
援
が
河
辺
の
空
ぱ
い
に
川
一
は
機
能
的
に
ど
ん
な
変
化
が
お
こ
、
一
高
血
圧
で
食
べ
て
よ
い
食
物
一
げ

0

・
駿
労
語
、
葉
、
下
想
、

E

v

山
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
人
一
牛
乳
、
亙
室
、
室
の
自
身
伐
採
等
身
寄
る
ぎ
な
肉
体
労
働
で

ミ
高
ら
か
に
こ
だ
ま
し
て
い
た
。
土
の
一
部
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
従
つ

J
の
魚
、
卵
、
海
草
類
、
果
物
、
野
子
、
辛
い
と
は
思
量
せ
よ
ん
。
自
分

同
年
々
思
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ぷ
マ
そ
れ
に
即
応
ん
た
栄
養
の
摂
取
老
一
菜
、
ソ
パ
。
一
、
す
選
ん
だ
道
で
す
か
ら
負
け
ら
れ
な
い

戴
民
運
動
会
は
村
民
全
体
の
も
の
、
川
一
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
一
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
喜
一
か
で
す
。
負
け
た
ら
友
達
を
見
返
せ
な

置

z

h

一
例
え
ば
、
老
年
期
に
入
る
と
一
般
に
一
豚
肉
、
コ
ー
ヒ
ー
、
ブ
ル
コ
ー
ル
飲
一
t

百

惜

居

老

い

も

若

き

も

み

ん

な

が

参

加

し

川

一

一

ー

一

く

な

り

ま

す

。

私

は

今

、

抑

制

ト

マ

ト

い

u

h

高
い
も
の
よ
り
も
軟
か
い
も
の
を
好
む
一
料
、
肉
ス
i
ブ

等

。

ヘ

一

、

一

5

民
て
み
ん
な
で
明
る
く
楽
し
い
百
仇
と
い
う
食
物
晴
好
の
変
化
が
あ
ら
わ
れ
一
@
高
血
圧
症
で
は
、
た
ん
自
室
制
限
一
栽
培
に
全
精
力
を
傾
げ
て
お
り
ま
す
。

吋
そ
す
ご
す
よ
5
に
行
な
い
た
い
も
川
王
民
主
主
脂
っ
と
い
も
の
よ
り

τ、
水
分
は
一
臼
一
五

8
c
c以
不
主
管
自
然
条
件
、
市
場
性
が
認
め
ら

J

の

で

あ

る

。

川

も

挟

白

な

霊

を

噌

む

よ

う

に

な

る

の

τと
ど
め
、
童
話
食
の
半
分
三
古
の
で
す
1

村
民
残
っ
て
本
当
に
よ

川
-
が
一
般
の
傾
向
で
す
。
、

1

1

一
い
で
熱
す
ぎ
ず
、
冷
た
す
ぎ
な
い
も
の
一
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
、

ζ
の
よ
う
な
食
物
噌
哲
変
化
に
建
造
べ
る
よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。
一
二
働
/
台
一
少
年
の
喧
帝
記
録
』
か
ら

回叫

F

意

4
4
1
1
f
t
 

ゐ

1

2
 

ー
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会
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集
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一E
H
散

尾
四
一
上
問

調
河
一
尾
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編

編

K
一
H

報
管
一
概
附

館
t

一
間
八

村 4

長

稲
れ
田

J日
1JID. 

品a

計

9 

カョ

間

寸

司

耳

寸

玉

川

一

(

一
時
一
山
一
川
一
川
一
四
一
間
一
山
一
同
一
町

入
一
誠
一
一
一

川
一
同
一
同
一
砧

f
J
一向一

o

m
一
四
一
山
一
誠
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の
あ
る
部
分
ま
で
切
り
退
す
と
よ
い
。
回
酒
と
さ
か
な
パ
-一

激
を
少
な
く
し
て
間
同
を
保
護
し
ま
す
。

に

と

く

に

、

先

端

部

の

側

枝

ほ

ど

短

か

四

一

ー

l

J

、
。
一
ー
普
か
ら
、

p

酒
は
百
薬
の
長
H

と
も
一
ま
た
、
乙
れ
ら
の
食
品
に
は
メ
チ
オ

く

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

し

。

一

一

一
い
わ
れ
ま
す
が
、
飲
み
方
次
第
で
は
長
一
ニ
ン
@
コ
リ
ン
な
ど
が
合
ま
れ
、
肝
ぞ

5
め

は

、

陰

芽

の

発

生

し

や

す

い

特

一

一

一
寿
の
敵
に
も
な
り
ま
す
ι

一
番
惑
い
飲
一
う
の
働
き
そ
助
け
ま
す
。

徴
が
あ
る
の
で
、
古
く
な
っ
た
結
果
枝
一

J

一

一
み
方
は
、

μ

酒
の
さ
か
な
は
い
ら
な
一
お
酒
は
胃
か
ら
吸
収
さ
れ
る
外
、
大
-

日

ま

四

1
五

平

ご

と

こ

更

新

す

る

と

、

毎

一

一

一

青

年

団

は

八

月

、

郡

連

ス

ポ

ー

ツ

祭

;

J

;

一い
d

と
い
う
人
で
、
お
酒
の
上
手
な
飲
一
部
分
は
小
腸
か
ら
肝
ぞ
う
に
入
っ
て
溜
一

年

平

均

し

た

収

量

が

得

ら

れ

ま

す

。

一

一

一

に

お

い

て

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

優

勝

し

た

が

叶

一

、

つ

め

の

せ

ん

定

一

結

果

枝

の

せ

ん

在

、

切

返

し

よ

り

一

日

ド

日

勺

ち

び

(

一

時

間

に

一

ま

り

ま

す

。

レ

パ

l
、
時
間
町
一
九
月
の
県
大
会
に
は
お
し
く
も
敗
れ

ー
の
せ
ん
語
、
他
の
重
量
一
も
間
引
き
に
重
点
を
お
い
て
、
玉
川
一
の
ス
ピ
ー
ド

)
J
ド
卜
[
ド

pjミ
ン
一
た
。

叫

に

む

守

ド

が

衰

弱

一

日

時

五

時

諒

一

日

M
H
i
t
-訪日
閣

直

直

江

川

引

け

れ

一

i
iの

積

一

枯

死

す

る

こ

と

が

多

い

。

一

る

。

そ

乙

で

、

港

葉

直

後

の

十

一

月

下

一

一

と

に

な

り

ま

す

。

一

解

さ

せ

て

く

れ

ま

す

。

一

r

L

l

十
と
く
に
、
暖
冬
で
降
水
量
の
多
い
と
一
旬

t
十
一
一
月
が
適
期
で
す
。
一
一
一
一
、
う
め
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
一
お
酒
の
主
成
分
は
ア
ル
コ
ー
ル
て
一
肝
ぞ
う
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
少
量
ず
つ
一
九
月
上
旬
、
長
浜
中
体
育
館
に
て
第

て
そ
の
あ
と
で
低
温
に
あ
う
と
、
原
一
せ
ん
定
の
方
語
、
樹
が
混
ん
で
、
一
の
防
除
一
日
本
酒
一
合
は
と
飯
一
杯
相
当
の
カ
ロ
一
血
管
へ
送
ら
れ
、
一
部
屋
内
で
燃
焼
一
一
回
総
合
体
育
祭
が
催
さ
れ
、
わ
が
河

?
を
受
け
や
す
い
。
一
密
植
の
状
態
に
な
れ
ば
、
樹
の
根
元
か
一
最
近
う
め
に
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
ヨ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
o

少
量
の
お
酒
は
食
一
託
、
賢
ぞ
う
か
ら
も
排
任
さ
れ
ま
一
辺
チ

1
ム
は
初
め
て
パ
レ
l
に
参
加
し

一
被
害
を
受
け
や
す
い
樹
は
、
遅
く
ま
一
ら
間
伐
を
行
な
う
か
、
思
い
切
っ
て
縮
一
宗
目
立
ち
、
暴
露
る
大
戸
民
一
宮
進
み
ま
す
が
ぶ
量
広
告
飲
む
一
票
、
つ
づ
い
て
ど
ん
ど
ん
の
む
と
、
一
た
。

一

日

刊

誌

u
u
r持
続

一

時

間

刊

誌

日

目

的

守

山

民

主

の

機

械

油

一

首

位

以

内

マ

時

一

軒

目

立

品

一

わ

題

目

前

日

町

二

悪

口

問

控

訴

長

一

時

日

韓

日

許

可

九

時

時

間

h一
一
一
射
能
付
抗
日
時
一
は
禁
物
で
す
。

jHUU来
年
度
の
大
会

一
き
め
で
は
な
い
が
、
主
幹
部
議
わ
ら
ず
け
を
行
な
う
程
度
で
よ
い
。
一
月
中
旬
以
降
の
退
く
な
っ
て
か
ら
濃
い
一
』

j

一
な
ど
で
巻
い
て
、
蓄
を
防
ぐ
か
、
樹
一
手
入
れ
の
ゆ
き
と
ど
い
た
官
、
残
一
波
そ
か
け
る
と
、
明
年
の
結
果
枝
と
な
一

一
の
樹
勢
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
一
す
枝
を
き
め
て
、
そ
の
枝
に
悪
影
響
を
一
る
、
短
か
い
弱
い
語
、
詰
込
む
こ
一

一
予
防
法
、
稲
わ
ら
な
ど
て
地
上
一
お
よ
ほ
す
よ
う
な
枝
は
、
思
い
き
っ
て
一
と
が
あ
る
の
で
、
十
一
月
下
旬
か
宇
一

一
}
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
を
、
被
覆
す
る
こ
一
間
型
己
、
特
別
に
長
い
結
果
枝
だ
け
切
一
二
月
上
旬
の
早
め
に
機
械
油
乳
剤
の
五
一

L
Lと
、
く
り
園
の
水
は
け
を
よ
く
す
る
一
り
返
し
完
な

2う
に
す
る
。
一
%
く
ら
い
の
や
や
う
す
い
も

2散
布

章
一
と
、
凍
盟
国
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
一
毎
年
結
果
し
て
い
る
樹
で
、
側
枝
が
一
す
る
と
安
全
で
す
。

一

ん

しヤ

ゆ

出

~
国

~

由

旬

号一

一

一

…

ん
寸

心
寸~

f
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許 者/103人が

×
ト
ピ
ッ
ク
ス
×

青
年
間

バ
レ
!
優
勝

I 

(植松一捕の山)

臨~ 

九
名
の
受
験
者
で
、
六
十
二
名
(
七
O

M
)
が
合
格
し
、
一
、
ニ
固
い
づ
れ
も

大
変
な
熱
の
入
れ
方
で
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
、
計
一

O
一
ニ
名
の
方
々
が
、
あ

ら
た
に
免
許
証
在
も
た
れ
た
乙
と
に
な

り
ま
す
が
、
ど
う
か
安
全
な
運
転
そ
怠

ら
な
い
よ
う
、
お
た
が
い
に
気
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

又
、
再
三
に
わ
た
っ
て
警
察
署
、
亀

岡
モ
ー
タ
ー
ス
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す。

相P

;3Z喰人;
i り先調書~ f.，Jip : 孝三崎誌は i
jt長時中 i
一一;ば;景左判:
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去
る
九
月
二
十
六
日
、
第
二
田
原
付

免
許
出
強
試
験
が
行
な
わ
れ
、
六
十
四

名
の
受
験
者
で
、
四
十
一
泡
(
六
十
四

忽

の
A
ロ
格
者
を
だ
し
ま
し
た
。

さ
き
ほ
ど
の
第
一
回
目
で
は
、
八
十

レ

(櫨総-JII上)

っ
て
放
送
い
た
し
ま
す
。

悶
土
、
日
は
運
休
し
ま
す
。

(
無
料
で
す
が
、
事
故
に
つ
い
て
は

責
任
そ
負
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
御
了
承
願
い
ま
す
)

り
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で

酔

え

ず

屋

台

酒

井

忍

の

字

に

教

え

ら

れ

き

し

二

十

五

年

上り上会

計

昼

は

ミ

ニ

夜

は

ゆ

か

た

の

す

そ

を

も

ち

母

の

昧

出

て

き

た

妻

の

お

み

お

つ

け

ト

。

ム

チ

£

」

切

足

音

も

貴

彼

と

わ

か

る

く

せ

を

知

り

本

繁

下

9.50 

む下
男

上発l
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y
l
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出F
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一

哨
ム
一

修

一

ハU

一

叶

目

崎

一

l

一-

，
，
一

'
'
↑
 

入

門

口

一

出

〉
実
り
の
秋
、
読
書
の
秋
と
、

ι-b
，
す
ば
ら
し
い
時
節
に
な
り
ま
し

か
た
が
、
み
な
さ
ん
は
毎
日
、
取

霊
り
入
れ
な
ど
で
お
忙
が
し
い
こ

集
と
で
し
ょ
う
。

編
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
て

く
初
め
て
試
み
る
館
報
も
お
く
れ

て
お
り
ま
し
た
が
や
っ
と
出
す
ζ
と
が

出
来
ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
そ
お

か
け
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
、
御
指
導
お
願
い

い
た
し
ま
す
。


